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モモ改植作業中です！ 

                         

専
攻
実
習
の
紹
介 

       
花
き
園
芸
コ
ー
ス 

 
 
 
 
 
 
 

二
年 

 

大
西 

理
沙 

皆
さ
ん
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ル
サ
ー
（
拍
動
自
動 

潅
水
装
置
）
と
い
う
装
置
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

ソ
ー
ラ
ー
パ
ル
サ
ー
と
は
低
コ
ス
ト
で
節
水
が

可
能
な
自
動
潅
水
装
置
で
す
。
い
つ
も
水
不
足
で

悩
ま
さ
れ
て
い
る
香
川
県
に
適
応
し
た
装
置
だ

と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
（
四
〇

ｗ
程
度
）
と
そ
れ
に
連
動
す
る
小
さ
く
て
安
価
な

ソ
ー
ラ
ー
ポ
ン
プ
で
、
地
上
一
．
五
ｍ
の
高
さ
に

設
置
し
た
タ
ン
ク
に
水
を
汲
み
入
れ
ま
す
。
そ

し
て
一
定
量
水
が
溜
ま
る
と
電
磁
弁
が
開
き
、

高
度
差
を
利
用
し
て
ほ
場
に
潅
水
し
ま
す
。
日

射
量
に
応
じ
て
潅
水
す
る
の
で
、
曇
り
の
時
は

潅
水
量
が
減
り
、
植
物
の
必
要
量
に
応
じ
た
潅

水
が
自
動
で
行
え
ま
す
。
ま
た
、
点
滴
チ
ュ
ー

ブ
で
ゆ
っ
く
り
と
潅
水
す
る
こ
と
で
、
潅
水
量

や
施
肥
量
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
私
は

こ
の
装
置
を
利
用
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
装
置
を
実
際
に
作
製
し

て
み
ま
し
た
が
、
装
置
に
関
し
て
何
も
知
識
の

な
い
私
た
ち
で
も
非
常
に
簡
単
に
組
み
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
装
置
を
利

用
し
、
ほ
と
ん
ど
手
潅
水
す
る
こ
と
な
く
、
品

質
の
良
い
盆
小
菊
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

今
後
は
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
ソ
ー
ラ

ー
パ
ル
サ
ー
の
導
入
の
経
済
性
を
検
討
し
、
農

家
へ
の
参
考
資
料
と
な
る
よ
う
な
卒
業
論
文
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
生
方
、
こ
れ
か

ら
ま
だ
ま
だ
迷
惑
か
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご

指
導
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
♪ 

果
樹
園
芸
コ
ー
ス 

二
年 

 

米
田 

剛 

果
樹
コ
ー
ス
の
二
年
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当

樹
種
を
選
択
し
、
よ
り
深
い
知
識
と
専
門
的
な

技
術
を
習
得
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
モ
モ
担
当
の
私
は
、

「
モ
モ
『
な
つ
お
と
め
』
の
結
果
枝
の
長
さ

の
違
い
が
果
実
品
質
に
及
ぼ
す
影
響
」
を
テ

ー
マ
と
し
ま
し
た
。
モ
モ
は
夏
を
代
表
す
る

果
実
で
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
人
気
が
あ

り
、
輸
入
さ
れ
な
い
た
め
、
将
来
も
安
定
し

た
果
樹
で
あ
ろ
う
と
考
え
選
び
ま
し
た
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
通
じ
て
状
況
や
、

『
な
つ
お
と
め
』
に
お
い
て
、
ど
の
長
さ
の

結
果
枝
で
高
品
質
の
果
実
が
生
産
で
き
る

か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
デ
ー
タ
入
力
の
段
階
で
す
が
、
早
く

ま
と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

い
ま
の
と
こ
ろ
、
少
し
残
念
な
の
で
す
が
、

果
実
の
肥
大
調
査
で
は
予
想
し
た
結
果
が

得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
し
て

お
く
べ
き
準
備
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と

が
原
因
だ
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
日
も
先
生
方
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
皆
さ

ん
に
指
導
、
協
力
い
た
だ
い
て
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。 
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これがソーラーパルサーです♪ 

二
学
年
は
、
先
進
農
家
な
ど
で
、
専

攻
実
習
を
行
い
ま
す
。
専
攻
実
習
は
、

課
題
の
選
定
か
ら
調
査
研
究
・
取
り
ま

と
め
ま
で
自
ら
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
で
す
。 
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野
菜
園
芸
コ
ー
ス 

 
 
 
 
 

二
年 

 

藤
嶋
昌
平 

 
私
は
、
二
学
年
の
専
攻
実
習
で
丸
亀
市
の

竹
内
農
場
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同

農
場
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
中
心
と
し
た
専
業
農

家
で
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培
面
積
は
一
五
ｈ
ａ

と
県
下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
栽
培
規
模
で

す
。 実

習
は
、
朝
の
収
穫
か
ら
始
ま
り
、
そ
の

後
、
定
植
、
除
草
な
ど
作
型
や
天
候
状
況
に

あ
わ
せ
て
様
々
な
作
業
が
あ
り
ま
す
。
私
が

実
習
に
行
っ
て
、
ま
ず
驚
い
た
の
は
農
場
の

人
の
作
業
の
速
さ
で
す
。
収
穫
一
つ
を
と
っ

て
み
て
も
、
一
つ
一
つ
の
動
き
に
無
駄
が
な

く
、
四
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
が
見
る
見
る
う

ち
に
キ
ャ
ベ
ツ
で
満
杯
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

同
じ
作
業
で
も
、
手
順
が
違
え
ば
こ
ん
な
に

違
う
も
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。そ
の
日
以
来
、

周
り
の
人
の
動
き
を
見
て
「
こ
う
や
れ
ば
効

率
的
だ
！
！
」
と
思
う
こ
と
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
毎
日
格
闘
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
経
営
主
の
章
雄
さ
ん
は
、
現
場
で

の
作
業
と
あ
わ
せ
て
、
農
業
に
対
す
る
考
え

方
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。
時
に
は
厳
し
く
、

時
に
は
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
語
っ
て
く
れ

る
の
で
と
て
も
た
め
に
な
り
ま
す
。
専
攻
実

習
も
あ
と
四
ヶ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
が
、

残
り
の
期
間
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
技
術

や
知
識
を
吸
収
し
て
い
き
た
い
と
日
々
頑
張

っ
て
い
ま
す
。 

造
園
緑
化
コ
ー
ス 二

年 
 

大
石
享
平 

 

私
は
、
モ
ダ
ン
和
風
の
庭
園
を
作
り
た
い

と
い
う
入
学
当
初
か
ら
の
希
望
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
の
課
題
に
し
、
現
代
和
風
坪
庭
の

設
計
・
施
工
に
取
り
く
ん
で
い
ま
す
。 

作
庭
中
の
庭
は
、「
つ
く
ば
い
と
し
て
も
使

え
る
円
形
の
水
場
を
中
心
と
し
、
幾
何
学
的

な
デ
ザ
イ
ン
と
シ
ッ
ク
な
色
使
い
に
植
栽
の

緑
が
映
え
、
来
客
に
四
方
か
ら
見
せ
る
こ
と

が
で
き
る
モ
ダ
ン
な
印
象
の
小
庭
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
て
い
ま
す
。。 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
設
計
や
施
工

の
手
順
、
滝
組
か
ら
の
流
れ
の
作
り
方
や
縁

石
の
据
え
方
、
防
水
モ
ル
タ
ル
を
使
っ
た
小

池
の
作
り
方
、
各
種
竹
垣
づ
く
り
な
ど
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

        

活
躍
す
る
修
了
生 

 

多
度
津
町 

 

細
川
勝
さ
ん 

今
回
は
、
多
度
津
町
東
白
方
で
季
節
民
宿

を
し
な
が
ら
農
業
に
挑
ん
で
い
る
細
川
勝
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。
細
川
さ
ん
は
平
成
十
九

年
度
の
本
校
研
修
科
修
了
生
で
す
。 

三
十
六
年
間
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
勤
務
さ
れ
、

平
成
十
八
年
に
香
川
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

戻
っ
て
き
て
か
ら
は
地
元
の
世
話
役
を
次
々

と
頼
ま
れ
、
現
在
、
農
業
委
員
、
農
業
振
興

会
役
員
、
民
宿
組
合
組
合
長
、
観
光
協
会
理

事
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。 

現
在
、
水
稲
三
十
七
ア
ー
ル
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
十
一
ア
ー
ル
、
オ
ク
ラ
三
ア
ー
ル
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
フ
キ
、
ミ
カ
ン
、

ウ
メ
、
ビ
ワ
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
を
少
量
産
直

出
荷
し
て
い
ま

す
。 細

川
さ
ん
の

住
む
地
域
は
、

丘
陵
地
に
水
田

や
畑
の
あ
る
農

地
条
件
が
良
く
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
よ

う
な
地
域
に
あ
っ
て
、「
定
年
農
家
と
兼
業
農

家
が
地
域
農
業
を
守
る
」
と
細
川
さ
ん
は
考

え
て
い
ま
す
。 

①
農
地
を
活
か
し
、
地
域
を
良
い
環
境
で
次

の
世
代
に
引
き
継
ぐ 

②
地
産
地
消
実
践
し
、
安
全
安
心
な
食
生
活

の
た
め
の
農
業 

③
農
作
業
を
健
康
増
進
に
役
立
て
る 

④
大
型
機
械
化
で
は
な
い
低
コ
ス
ト
、
低
労

力
の
農
業
を
模
索
す
る 

の
四
点
を
農
業
の
方
針
と
し
て
い
ま
す
。 

県
外
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
地
域
農
業
を
守

る
た
め
に
取
り
組
み
を
始
め
た
細
川
さ
ん
の

御
活
躍
を
御
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

作庭中の庭園。奥で縁石を敷いてい

るのが私。 

抱負を語る細川さん 

キャベツの定植作業に格闘中！！ 
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第
三
九
回
全
国
農
業
大
学
校
交
換
大
会 

 
全
国
農
業
大
学
校
交
流
み
ち
の
く
大
会
に

参
加
し
て 

 
 

 
 

 

 
 

野
菜
園
芸
コ
ー
ス
二
年 

五
嶋
友
紀 

 
 

七
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
ま
で
の
三
日
間
、

宮
城
県
仙
台
市
に
、
全
国
か
ら
、
学
生
、
教

職
員
あ
わ
せ
て
二
四
三
名
が
参
加
し
、
全
国

農
業
大
学
校
交
換
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
校
か
ら
は
、
一
学
年
果
樹
園
芸
コ
ー
ス 

武
田
成
男
さ
ん
、
二
学
年
野
菜
園
芸
コ
ー
ス 

五
嶋
友
紀
さ
ん
、
二
学
年
果
樹
園
芸
コ
ー
ス

米
田
剛
さ
ん
の
学
生
三
名
と
吉
田
准
教
授
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

課
題
別
研
修
と
し
て
、
私
が
参
加
し
た
福

島
コ
ー
ス
で
は
、
食
品
残
渣
を
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
国
分
農
場
や

あ
ず
ま
館
に
行
き
ま
し
た
。
あ
ず
ま
館
か
ら

出
た
食
品
残
渣
を
国
分
農
場
で
堆
肥
・
飼
料

化
す
る
大
変
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
全
国
の
農
大
生
と
日
本
の
農
業
の

未
来
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
う
機
会
を
得
た

こ
と
で
、
私
に
と
っ
て
す
ご
く
良
い
刺
激
に

な
り
ま
し
た
。 

       

。 

         

 

造
園
緑
化
コ
ー
ス 

 

二
年 

三
浦
知
之 

 
 造
園
緑
化
コ
ー
ス
で
は
、
２
年
の
夏
に
三
級

造
園
技
能
試
験
を
受
験
し
て
い
ま
す
。
技
能

検
定
と
は
、「
働
く
人
々
の
有
す
る
技
能
を
一

定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
国
と
し
て
証
明

す
る
国
家
検
定
制
度
」
で
す
。 

 

試
験
は
、
造
園
工
事
作
業
及
び
要
素
試
験 

（
葉
枝
に
よ
る
樹
種
鑑
定
）
か
ら
な
る
実
技

試
験
と
学
科
試
験
に
よ
り
合
否
判
定
さ
れ
ま

す
。今
年
は
、二
年
生
５
名
全
員
が
受
験
し
、

実
技
試
験
は
七
月
十
九
日
に
、
学
科
試
験
は

七
月
二
七
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

八
月
二
七
日
に
合
格
発
表
が
あ
り
、
約
二

週
間
の
竹
垣
作
成
や
敷
石
敷
設
の
練
習
と
学

科
試
験
対
策
補
習
の
成
果
に
よ
り
、
み
ご
と

全
員
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

私
は
、
農
大
に
入
学
し
た
か
ら
に
は
こ
の

検
定
に
合
格
し
た
い
と
思
い
、
練
習
に
打
ち

込
み
ま
し
た
。
会
場
は
、
と
て
も
暑
く
緊
張

で
ぴ
り
ぴ
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
内
に

思
い
通
り
作
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。 

                      

造
園
技
能
検
定
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ 

四つ目垣を製作中（実技試験風景） 

本校の参加者（左より吉田先生、武田さん、米田さん、五嶋さん） 

他県の参加者とともに 

練習の成果がでま

した！ 

手作りウィンナーに挑戦 
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担
い
手
養
成
科 

募
集
人
員 

野
菜
園
芸
・
花
き
園
芸
・
果
樹
園
芸
・
造
園
緑
化
・
畜
産

コ
ー
ス
あ
わ
せ
て
四
五
名 

一
般
入
試 

試
験
内
容
…
小
論
文
、
面
接
試
験 

前
期
日
程 

受
付
期
間 

 

一
二
月
八
日（
月
）～
一
二
月
二
二
日（
月
） 

試
験
日 

 
 

一
月
八
日
（
木
） 

合
格
発
表 

 

一
月
一
五
日
（
木
） 

後
期
日
程 

受
付
期
間 

 

二
月
二
三
日
（
月
）
～
三
月
二
日
（
月
） 

試
験
日 

 
 

三
月
九
日
（
月
） 

合
格
発
表 

 

三
月
一
二
日
（
木
） 

（
❋
推
薦
入
試
は
受
付
終
了
し
ま
し
た
。） 

技
術
研
修
科 

新
規
就
農
者
研
修
課
程
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 

農
業
大
学
校
総
務
研
修
課
ま
た
は
教
務
課 

受
付
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
一
五
分
と

な
り
ま
す
。 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

 

〇
八
七
七
（
七
五
）
一
一
四
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
八
七
七
（
七
五
）
三
九
八
九 

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
募
集
の
要
項
が
確
認
で
き 

ま
す
。 

「農
大
ふ
れ
あ
い
市
」の
お
知
ら
せ 

学
生
自
治
会
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
、
運
営
を
行
う
恒

例
の
「
農
大
ふ
れ
あ
い
市
」
を
開
催
し
ま
す
。
研
修
生
、

後
援
会
会
員
も
参
加
し
ま
す
。 

本
年
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

●
開
催
日 

平
成
二
〇
年
一
一
月
八
日
（
土
） 

●
開
催
時
間 

午
前
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
午
後
二
時
ま
で 

●
内
容
（
予
定
） 

農
産
物
販
売
（
野

菜
、
鉢
物
、
果
物
、

花

苗

、

堆

肥

等
）・
模
擬
店
（
う

ど
ん
、
焼
き
そ
ば
、

か
ら
あ
げ
、
コ
ー

ヒ
ー
等
）、
バ
ザ

ー
（
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
、
不
用
品
）。 

な
お
、
駐
車
場

は
用
意
し
て
お
り
ま
す
が
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
公
共
交
通
機
関
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

  

今
後
も
農
大
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を
掲
載
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
ま
た
皆
様
の
ご

意
見
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○伊 

今後の学校行事計画 

11月8日 農大ふれあい市 

1月８日 一般入学試験（前期） 

1月23日 校内卒業論文発表会 

2月5～6日 中四国ブロックプロジェクト発表会（徳島県） 

2月25～26日 全国農業大学校プロジェクト発表会（東京都） 

3月3日 卒業式（予定） 

3月9日 一般入学試験（後期） 

3月11～13日 １学年県外先進地研修 

平
成
二
一
年
度
学
生
募
集 

編
集
後
記 

にぎわう農産物販売コーナー 


